
調
査
報
告
十
五

と
ど
ま
ら
ず
、
黒
川
本
『
孟
津
抄
』
と
し
一

伝
本
中
か
な
り
貴
重
な
一
本
と
思
わ
れ
る
。

、
、
、

『
孟
津
抄
』
の
伝
本
研
究
と
し
て
独
立
し
た
論
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
野
村
精
一
氏
の
「
『
孟
津
抄
」
の
形
成
１
１
本
文
史
論
へ
の
序
章
Ｉ
」

（
源
氏
物
語
古
注
集
成
６
『
孟
津
抄
』
下
巻
）
一
篇
の
承
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
以
前
で
は
、
新
潮
社
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
と
『
源
氏
物
語

事
典
』
の
「
注
釈
書
解
題
」
と
に
、
簡
単
な
諸
本
解
説
が
あ
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
、
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

現
存
す
る
猪
本
は
大
別
し
て
二
種
と
な
し
得
る
か
と
思
は
れ
る
。
第
一
は
草
稿
本
の
系
統
で
、
第
二
は
清
書
本
の
系
統
で
あ
る
。

と
あ
る
。
そ
の
、
第
一
類
草
稿
本
と
は
九
條
家
旧
蔵
、
植
通
自
筆
本
（
桃
園
文
庫
蔵
、
天
理
図
書
館
蔵
）
を
示
し
、
第
二
類
清
書
本
と
は
、
書
陵

部
本
二
部
、
内
閣
文
庫
本
、
神
宮
文
庫
本
、
東
大
本
な
ど
を
示
す
。

ま
た
、
野
村
氏
の
前
記
論
文
に
依
れ
ば
、
究
極
の
と
こ
ろ
は
、

諸
本
の
現
状
を
糸
れ
ば
、
こ
れ
を
対
象
化
す
る
方
法
と
し
て
、
た
と
え
ば
本
文
系
統
論
と
い
っ
た
既
成
の
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
無
効
に
等
し

本
書
「
孟
津
抄
」
三
十
一
冊
は
、
「
黒
川
文
庫
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
本
学
図
書
館
に
襲
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
『
孟
津
抄
』

の
伝
本
研
究
は
漠
と
し
た
概
観
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
の
本
書
の
占
め
る
位
置
が
定
か
で
な
い
と
い
う
に

と
ど
ま
ら
ず
、
黒
川
本
『
孟
津
抄
』
と
し
て
の
紹
介
す
ら
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
調
査
の
結
果
と
し
て
は
、
本
書
は
『
孟
津
抄
』
の

一
『
孟
津
抄
』
の
伝
本

孟
津
抄
三
十
一
冊

平
井
仁
子
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本
書
は
、
本
学
図
書
館
の
黒
川
文
庫
所
蔵
の
写
本
で
あ
り
、
源
氏
物
語
五
十
四
帖
全
巻
に
わ
た
っ
て
の
註
釈
で
あ
る
。
縦
二
六
・
六
糎
、
横
一

九
・
八
糎
、
袋
綴
、
楮
と
思
わ
れ
る
料
紙
を
用
い
、
表
紙
は
紙
表
紙
で
青
地
で
あ
る
。
全
巻
通
し
て
本
文
開
始
第
一
丁
オ
に
、
長
方
形
の
「
黒
川

真
頼
蔵
書
」
・
「
黒
川
真
通
蔵
書
」
と
あ
る
二
種
の
蔵
書
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
の
右
上
部
に
は
、
「
物
語
」
と
い
う
文
字
を
朱
の
丸
で
囲
ん
だ
朱
印
が
捺
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
全
巻
に
共
通
す
る
。
第
一
冊
目
に
は
こ
の

朱
印
の
下
に
「
桐
壺
」
と
あ
り
、
ま
た
「
共
舟
一
冊
」
と
同
じ
く
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
第
一
冊
目
に
限
っ
て

と
あ
り
、
「
信
」
の
字
を
朱
筆
の
斜
線
で
抹
消
し
、
右
傍
に
「
津
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
第
二
冊
目
以
降
は
全
て
「
孟
信
抄
二
」
等
の
形
式
で
あ
る

こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
第
一
冊
目
の
外
題
の
抹
消
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
内
題
は
な
い
の
で
、
本
書
の

ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
は
関
係
性
を
明
示
し
な
い
ま
ま
に
、
相
互
に
孤
立
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
（
全
上
）

と
な
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
、
い
ち
お
う
の
区
分
け
と
し
て
、
吹
の
よ
う
に
認
め
て
お
ら
れ
る
。

古
本
Ｉ
九
条
家
旧
蔵
本
、
桂
宮
本
、
陽
明
文
庫
本
、
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
な
ど

流
布
本
ｌ
内
閣
文
庫
本
、
岩
国
徴
古
館
本
な
ど

増
補
本
ｌ
秋
山
虎
氏
蔵
本
（
多
く
の
書
き
入
れ
を
持
つ
江
戸
後
期
の
写
本
で
、
本
行
部
分
は
流
布
本
と
ほ
と
ん
ど
同
一
）
な
ど

草
稿
本
と
清
書
本
と
の
二
大
別
に
お
い
て
は
本
書
は
当
然
後
者
に
属
す
る
わ
け
だ
が
、
野
村
氏
の
い
わ
れ
る
古
本
、
流
布
本
、
増
補
本
に
お
い

て
は
、
本
書
は
い
ず
れ
に
位
置
す
る
の
か
。
以
下
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
本
書
と
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
と
の
緊
密
な
関
係
が
明
白
に

な
る
の
で
、
或
る
程
度
の
見
通
し
は
可
能
に
な
る
。
以
下
本
書
の
紹
介
を
含
め
て
、
検
討
を
始
め
て
象
る
。

い
と
い
え
よ
う
。

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

世

孟
縁
抄
却
礁
植
逓
公
著

二
本
書
の
書
誌

（
五
一
七
頁
）
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書
名
を
知
る
に
は
、
こ
の
二
種
（
第
一
冊
目
と
、
第
二
冊
目
以
降
の
全
巻
）
の
外
題
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
「
孟
津
抄
」
と
記
す
の
が
一
般
的
な
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
諸
本
で
は
ど
う
な
の
か
こ
こ
で
み
て
お
き
た
い
。
孟
津
抄

本
文
の
唯
一
の
活
字
化
で
あ
る
「
源
氏
物
語
古
注
集
成
６
」
の
『
孟
津
抄
』
（
野
村
精
一
編
）
の
底
本
で
あ
る
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本
は
、

そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
「
孟
津
」
と
あ
る
由
で
あ
る
。
管
見
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
孟
津
抄
」
と
い
う
表
記
の
伝
本
は
岩
国
徴
古
館
本
に
あ

る
の
象
で
、
内
閣
文
庫
本
（
太
政
官
文
庫
本
）
、
神
宮
文
庫
本
、
書
陵
部
本
二
部
は
す
べ
て
「
孟
津
（
抄
）
」
で
あ
る
。
但
し
、
陽
明
文
庫
本
に
は

「
孟
津
集
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
他
に
例
を
見
な
い
唯
一
の
異
様
な
名
称
で
あ
る
。
今
後
『
孟
信
抄
』
な
る
題
号
を
有
す
る
写
本
に
迩
遁
し
た
時
点

で
何
ら
か
の
解
答
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
、
第
一
冊
表
紙
は
本
書
の
校
訂
者
が
「
孟
信
抄
」
と
い
う
表
記
の
誤
ち
に
気
付

い
て
朱
筆
で
訂
正
し
た
も
の
で
、
第
二
冊
目
以
後
の
各
冊
は
訂
正
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
お
く
以
外
に
な
い
。

冊
数
は
三
十
一
冊
で
、
そ
の
中
に
源
氏
物
語
五
十
四
巻
の
註
釈
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
に
な
る
。

⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①

外
題

孟
嶽
抄
乱
條
植
通
公
著

＝一言室一宇令字今幸．ヱーーーーニ蔭一ヱーヱュ

_血一助]‐血一一血一血一mL‐血一一丘[L‐肱L－mL、血

信信信信信信信信信信信
抄抄抄抄抄抄抄抄抄抄抄

一
一三
之
四

五
之
六

七
之
八

九十
之
十
一

十
二
之
十
三

十
四
之
六

十
七
之
八

十
九
之
什

一
一
‘
十
‐
一

｜
所
収
巻
名

箒
木
空
蝉
・
夕
顔

若
紫
・
未
摘
花

紅
葉
賀
・
花
宴

葵賢
木
・
花
散
里

須
磨
・
明
石

澪
標
志
・
蓬
生

繪
合
・
松
風

薄
雲
・
樫

乙
女

桐
壺

守

関
屋

TOr）
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こ
の
三
十
一
冊
と
い
う
編
成
の
「
孟
津
抄
」
は
、
管
見
の
範
囲
で
い
え
ば
、
本
書
一
本
の
み
で
あ
る
。
流
布
本
と
み
ら
れ
る
内
閣
文
庫
本
等
の
漢

文
版
に
よ
る
と
「
孟
津
抄
二
十
巻
」
と
あ
る
の
象
で
、
そ
の
他
の
現
存
諸
本
に
は
巻
数
表
記
は
な
く
、
内
閣
文
庫
本
と
岩
国
徴
古
館
本
と
は
五
十

四
冊
、
神
宮
文
庫
本
は
十
五
冊
、
陽
明
文
庫
本
は
二
十
一
冊
、
書
陵
部
蔵
本
二
部
は
各
二
十
冊
、
東
大
本
は
十
冊
で
、
冊
数
は
一
定
し
て
は
い
な

四
冊
、
神
宮
文
庫
本

い
も
の
と
思
わ
れ
る

③⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑬

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

寝
虹
ニ
ロ
ハ
シ

了
イ
・
・
３

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

孟
信
抄

二
十
二

二
十
三
之
四

什
五
之
七

什
八
之
九

舟
之
舟
一

三
十
二
之
三

舟
四
舟
五
冊
六
之
八

舟
九
之
四
十

四
十
一
之
二

四
十
三
之
四

四
十
五
之
六

四
十
七
之
八

四
十
九

五
十
五
十
一

五
十
二

五
十
三
之
四
終

玉
堂
初
音
並
・
胡
蝶
竪
並

螢
竪
並
。
常
夏
・
篝
火
並

野
分
・
行
幸

間
・
被
柱

梅
枝
・
藤
裏
葉

若
菜
上

若
菜
下

柏
木
・
横
笛
・
鈴
虫

夕
霧
・
御
法

幻
・
匂
宮

紅
梅
・
竹
河

橋
姫
・
椎
本

角
総
・
早
蕨

寄
生
東
屋
浮
船
蜻
蛉
手
習
・
夢
浮
橋

一

、
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に牝

以
上
が
本
書
の
書
誌
的
解
説
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
奥
書
で
あ
る
。
元
来
、
『
孟
津
抄
』
に
お
け
る
序
・
践
・
奥

書
の
類
と
し
て
は
、
九
条
家
旧
蔵
自
筆
本
に
は
序
文
が
あ
り
、
ま
た
流
布
本
と
見
倣
さ
れ
る
内
閣
文
庫
本
、
神
宮
文
庫
本
、
岩
国
徴
古
館
本
に
は

漢
文
の
陵
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
に
は
こ
れ
ら
の
序
践
ど
ち
ら
も
な
く
、
そ
の
点
で
は
、
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
、
陽
明

文
庫
本
等
古
本
系
諸
本
と
一
致
す
る
。
序
践
の
問
題
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
野
村
氏
の
論
文
（
五
三
○
頁
以
下
）
に
も
説
か
れ
、
新
潮
社
『
日
本

文
学
大
辞
典
』
の
池
田
亀
鑑
氏
の
解
説
に
は
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
に
つ
い
て
、

こ
の
本
は
、
原
本
を
忠
実
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
に
か
か
は
ら
ず
、
巻
頭
の
自
叙
と
巻
尾
の
自
践
が
な
い
。
或
は
清
書
本
に
は
こ
れ
等
が

と
あ
る
。
こ
の
序
と
賊
と
は
本
書
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
本
書
に
は
こ
の
序
賊
に
代

わ
る
も
の
と
も
い
う
べ
き
奥
書
が
四
箇
所
に
拳
ら
れ
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

Iｨ、
○

②
第
九
冊
末
ｌ
関
屋
巻
末

本
文
は
全
巻
通
し
て
一
面
十
行
の
本
で
、
総
紙
数
二
九
九
四
枚
、
書
入
、
貼
紙
の
類
は
な
く
、
虫
損
は
あ
る
も
の
の
判
読
に
は
殆
ど
支
障
は
な

㈹
第
三
冊
末
Ｉ
夕
顔
巻
末

こ
の
本
は
、
原
本
を
忠
実
に
幸

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

置
御
息
所
殿
下
兼
孝
公
へ
治
部
少
輔
祐

此
御
抄
先
年
よ
り
依
御
許
可
令
書

九
条
殿

写
之
処
去
正
月
に
禅
閤
八
十
三
に
し
て

莞
し
給
ひ
ぬ
な
き
跡
ま
て
の
事
依
被
仰

繁
致
懇
望
申
出
物
也

右
之
紙
数
者
百
十
九
丁
也

此
抄
九
條
禅
閣
御
聞
書
也
以
御
自
筆
書
写
之
校
合
早

御
本
従
桐
壺
至
夕
顔
帯
数
百
十
七
丁
為
一
冊
被
閑
之
者
也

ｌ
天
正
什
壬
辰
十
二
月
二
日
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の
で
あ
る
。

天
正
什
年
壬
辰
十
月
十
日

⑳
第
三
十
一
冊
末
Ｉ
夢
浮
橋
巻
末

此
源
氏
物
語
抄
〈
九
條
禅
閣
御
聞
書
也

道
遙
院
殿
實
隆
称
名
院
殿
公
條
御
両
所

数
年
御
心
を
つ
く
さ
れ
尋
問
給
と
云
々

今
日
宇
治
巻
の
ふ
ん
書
写
功
早

文
禄
二
年
夫
己
九
月
什
二
日
中
臣
祐
範

こ
れ
ら
の
奥
書
は
、
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
に
あ
る
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
二
本
に
し
か
存
在
し
な
い
。

こ
こ
で
奥
書
で
は
な
い
が
、
本
書
柏
木
巻
末
に
あ
る
〃
「
顕
密
定
語
」
″
の
問
題
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
「
顕
密
定
語
」
と
は
、
次
の
如
き
も

③
第
三
十
一
冊
Ｉ
手
習
巻
末

}仁9?ケ
ン
ミ
ッ

顕
密
定
語

コ
ソ
エ

ヒ
ヤ
ウ
エ
カ
ン
ハ
キ

ウ
タ
マ
ク
ラ

ッ
ュ
ミ
チ
ウ
ナ
ゴ
ン
サ
イ
シ
ヤ
ウ
チ
ウ
シ
ヤ
ウ

ノ
リ
ユ
ミ

近
衛
を
ゑ
か
さ
山
兵
衛
を
柏
木
な
と
諸
吾
枕
に
ヨ
か
き
つ
け
た
る
も
堤
中
納
言
宰
相
中
将
よ
り
中
二
納
言
に
な
り
て
賭
弓
の
か
へ
り
あ
る

プ
ル
サ
ト

ッ
チ
こ
、
カ
ト
チ
ウ
ナ
コ
ン
ヒ
ヤ
ウ
エ
ノ
ス
ケ

し
の
日
故
郷
の
承
か
さ
二
の
山
は
遠
け
れ
と
入
よ
み
土
御
門
中
納
言
兵
術
佐
な
き
る
時
を
は
か
し
は
木
の
も
り
に
し
物
を
と
ょ
象
た
る
よ

、
』
、
カ
サ
ヤ
マ
カ
シ
ハ
キ
マ
ン
望
ウ
コ
キ
ン

コ
ソ
エ
ヒ
ヤ
ウ
エ
ホ
ン
モ
ソ
グ
ガ
ン

リ
ヨ
さ
き
に
此
御
笠
山
柏
木
万
葉
に
も
古
今
に
も
ヨ
近
衛
兵
衛
の
本
文
愚
眼
〈
見
を
ょ
ひ
侍
ら
ね
と
ヨ
や
か
て
こ
れ
ら
よ
り
お
も
ひ
つ
け

ｒ
文
禄
三
年
申
午
卯
月
十
二
日
書
写
之祐
範

自
筆
書
写
之
早

九
條
禅
閤
御
聞
言
之
抄
也
以
御

件
御
本
美
濃
帯
半
切
十
六
行
二

被
遊
帯
数
五
十
三
丁
也
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以
上
が
本
書
の
書
誌
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
五
十
四
巻
中
一
巻
Ｉ
若
菜
上
巻
ｉ
を
採
り
上
げ
て
、
具
体
的
に
本
吉
の
特
徴
を
捉
え
る
こ

と
を
試
糸
た
い
。
何
故
こ
の
巻
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
言
え
ば
、
本
書
と
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
の
近
似
す
る
関
係
が
判
明
し
た
が
、
本
書
の

若
菜
上
巻
は
完
本
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
の
若
菜
上
巻
は
中
断
し
て
後
半
が
欠
脱
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
問

流
布
本
系
と
見
倣
さ
れ
る
内
閣
文
庫
本
（
こ
こ
で
は
太
政
官
文
庫
本
を
用
い
る
）
（
略
号
⑤
）
と
神
宮
文
庫
本
（
略
号
⑱
）
と
、
古
本
系
と
し

て
の
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
（
略
号
曾
）
と
、
本
吉
（
略
号
霞
）
と
の
四
本
間
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
を
以
下
述
べ
る
。
因
に
、
若
菜

上
巻
に
限
っ
て
言
え
ば
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
二
種
ｌ
内
閣
文
庫
本
『
孟
津
』
（
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
）
と
太
政
官
文
庫
本
『
孟
津
抄
』
Ｌ

の
本
文
は
殆
ど
同
一
で
あ
り
、
岩
国
徴
古
館
本
、
陽
明
文
庫
本
の
本
文
も
同
じ
で
あ
る
。
比
較
し
て
み
て
も
特
に
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

『
孟
津
抄
」
若
菜
上
巻
の
本
文
に
お
い
て
、
最
大
の
問
題
と
な
る
点
は
次
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
畠
と
書
と
は
、
同

れ
て
い
る
。

と
あ
る
。
本
聿
巨

題
が
介
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

る
○
と
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
ま
た
書
陵
部
本
と
同
じ
く
柏
木
巻
末
に
存
在
す
る
。
四
箇
所
の
奥
書
と
同
様
、
こ
の
「
顕
密
定
語
」
の
お
か
れ
て
い

る
位
置
か
ら
言
っ
て
も
、
本
書
と
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
筆
本
と
は
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
性
格
を
共
通
に
も
っ
て
い
る
こ
と
を
見
う
る
の
で
あ

こ
の
「
顕
密
定
語
」
に
つ
い
て
は
、
野
村
精
一
氏
が
「
孟
津
抄
校
訂
遺
事
日
ｌ
顕
密
定
語
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
研
究
と
資
料
第
十
三
輯
、
昭

六
○
・
七
）
に
引
用
し
て
、
そ
の
後
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

こ
れ
が
こ
こ
若
菜
下
巻
末
尾
に
お
か
れ
る
ゆ
え
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
し
が
た
い
。
そ
れ
も
当
然
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
む
し
ろ
柏
木
巻
頭
に
あ

る
べ
き
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
（
中
略
）
し
か
し
な
が
ら
、
孟
津
抄
諸
本
に
し
て
、
こ
こ
に
右
の
〃
顕
密
定
語
″
を
置
く
本
文
は
、
未
だ
管

見
に
入
ら
な
い
。
但
し
、
こ
こ
に
特
色
を
示
す
の
は
、
書
陵
部
蔵
中
臣
祐
範
害
写
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は
、
（
中
略
）
柏
木
巻
末
に
付
さ

て
を
の
ノ
、
‐
申
事
に
や
二
と
そ

三
本
書
の
性
格
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と
い
う
一

割
し
、
》

〔
第
一

因
に
、
⑤
と
⑬
と
は
若
菜
上
巻
全
体
の
中
十
箇
所
程
度
の
小
さ
な
異
同
が
あ
る
の
象
で
あ
る
か
ら
、
殆
ど
同
一
の
本
文
と
ゑ
ら
れ
る
。
概
観

す
る
と
、
亀
⑤
⑬
は
い
ず
れ
に
も
中
断
、
欠
損
部
分
は
な
く
、
若
菜
上
巻
全
体
に
わ
た
っ
て
註
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
宇
一
句
の
こ

ま
か
い
異
同
は
問
題
に
せ
ず
、
項
目
註
釈
項
目
の
文
章
と
、
そ
の
項
目
の
註
釈
内
容
の
文
章
と
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
諸
本
間
の
異
同
に
絞

り
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
見
た
い
と
思
う
。

ま
ず
第
一
に
註
釈
項
目
の
異
同
、
と
い
っ
て
も
そ
の
中
を

④
項
目
自
体
の
有
無
十
項
目
を
立
て
る
か
立
て
な
い
か
の
異
同
と
、
一
項
目
と
し
て
の
範
囲
の
大
小
に
よ
る
異
同

⑧
註
釈
項
目
の
文
章
（
見
出
し
語
と
し
て
の
源
氏
物
語
本
文
）
の
長
短
に
よ
る
異
同
‐

と
い
う
二
類
に
分
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
状
況
を
次
に
表
示
し
た
（
畠
若
菜
上
巻
の
総
丁
数
一
三
八
丁
を
二
○
丁
ず
つ
七
分

割
し
、
そ
の
各
々
の
部
分
部
分
に
お
け
る
異
同
数
を
示
す
）
。

同
じ
で
あ
る
（

と
す
る
と
、

る
○

じ
よ
う
に
四
箇
所
に
奥
書
を
有
し
、
ま
た
「
顕
密
定
語
」
な
る
註
の
所
在
場
所
も
共
通
す
る
と
い
う
形
態
的
類
同
性
を
も
っ
て
い
る
二
本
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
若
菜
上
巻
後
半
部
が
、
亀
に
は
、
他
の
諸
本
と
同
様
に
存
在
す
る
が
、
倉
に
は
こ
れ
が
欠
脱
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
⑬
の
中
断
箇
所
を
掲
げ
て
お
く
（
数
字
は
亀
の
若
菜
上
巻
で
の
丁
数
．
行
数
で
あ
る
。
以
下
同
じ
）
。

を
き
物
の
ゑ
つ
し
ひ
き
物
ふ
き
物
な
と
（
だ
オ
・
４
）

と
い
う
註
釈
項
目
の
み
で
註
釈
は
な
く
、
甚
だ
唐
突
な
形
で
ぶ
つ
つ
り
き
れ
て
い
る
。
亀
の
若
菜
上
巻
は
、
剛
ウ
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
中
央

の
部
分
で
の
突
然
の
燗
筆
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
諸
本
の
若
菜
上
巻
は
す
べ
て
完
本
で
、
右
の
如
く
中
断
さ
れ
て
い
る
の
は
曾
の
象
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
共
通
し
て
残
っ
て
い
る
②
と
曾
と
の
若
菜
上
巻
の
中
断
以
前
の
部
分
に
お
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
註
釈
項
目

の
立
て
方
は
全
く
同
一
で
あ
り
、
各
註
釈
項
目
の
見
出
し
語
と
し
て
の
文
章
も
、
一
～
二
字
程
度
の
異
同
が
数
箇
所
存
在
す
る
だ
け
で
そ
の
他
は

①
一
～
二
○
１
２
（
⑧
２
、
⑧
０
）

幸

三衣
LJ

若
菜
上
巻
の
中
断
以
前
の
部
分
の
亀
と
②
と
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
想
定
し
う
る
。
次
に
⑤
⑲
と
亀
と
の
関
係
を
調
査
す
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②
二
一
～
四
○
１
１
（
④
１
、
⑧
０
）

③
四
一
～
六
○
Ｊ
１
（
④
０
、
⑧
１
）

④
六
一
～
八
○
Ｉ
”
（
④
週
、
⑧
皿
）

⑤
八
一
～
一
○
○
Ｉ
粥
（
④
記
、
⑧
鋤
）

⑥
一
○
一
～
一
二
○
Ｉ
“
（
④
泥
、
⑧
錨
）

⑦
一
二
一
～
一
三
八
‐
館
（
④
羽
、
⑧
詔
）

こ
の
表
で
ま
ず
分
る
こ
と
は
、
項
目
に
関
し
て
は
前
半
部
①
～
③
帥
丁
ま
で
は
殆
ど
問
題
に
す
る
ほ
ど
の
異
同
は
、
④
⑧
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
な

い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
後
半
部
④
～
⑦
、
即
ち
田
丁
以
降
は
④
⑧
共
に
異
同
が
急
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
歴
然
た
る
事
実
が
あ
る
。
こ
の
分
岐

点
を
も
っ
と
こ
ま
か
く
言
え
ば
、
布
丁
オ
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
④
六
一
～
八
○
丁
を
こ
の
布
丁
オ
で
前
後
に
二
分
す
る
と
、
前
半
一
、
後

半
二
六
と
な
る
。
ま
た
こ
の
分
岐
点
は
曹
が
燗
筆
し
た
弼
丁
ォ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
も
認
め
う
る
。

項
目
異
同
の
分
布
数
は
右
の
よ
う
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
内
訳
を
象
る
。
④
に
分
類
さ
れ
る
註
釈
項
目
の
有
無
（
立
項
し
て
あ
る
か
ど
う
か
）

そ
の
他
、
畠
⑤
に
あ
っ
て
⑬
に
な
い
も
の
、
園
⑧
に
な
く
て
⑲
に
あ
る
も
の
、
畠
⑭
に
あ
っ
て
⑧
に
な
い
も
の
、
が
各
一
例
ず
つ
あ
る
の
象
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
総
合
し
て
判
断
す
る
と
、
項
目
数
は
畠
よ
り
⑤
⑬
が
多
い
。

次
に
、
同
じ
く
④
の
も
う
一
つ
の
こ
と
、
註
釈
項
目
の
範
囲
の
大
小
に
よ
る
異
同
と
し
て
は
、

仙
邑
の
一
項
目
が
⑤
⑭
で
は
二
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
四
例
あ
る
。
例
え
ば
、

の
点
に
つ
い
て
は
、

仙
畠
が
立
て
て
い
る
項
目
で
⑤
⑬
に
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
詣
例
あ
る
。
例
え
ば
、

ゴ
マ
ダ
ソ

承
す
ほ
う
の
た
ん
ひ
ま
な
く
ぬ
り
て
護
摩
の
壇
也
（
泥
オ
。
８
１
９
）

⑨
亀
に
立
て
て
い
な
い
項
目
で
⑧
⑲
に
項
目
と
し
て
立
て
て
い
る
も
の
が
艶
例
あ
る
。
例
え
ば
、
亀
の
万
ゥ
・
３
～
４
間
に
入
る
べ
き
も
の
と

し
て
次
の
如
き
が
あ
る
。

き
り
つ
ぼ
の
御
か
た
ち
か
つ
き
給
ぬ
る
に
よ
り
正
月
つ
い
た
ち
よ
り
桑
す
ほ
う
ふ
れ
ん
け
さ
せ
給
明
石
女
御
御
産
ち
か
つ
く
御
祈
祷
也

へ

⑤ー
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く
引
用
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
畠
の
三
項
目
を
⑧
⑭
で
二
項
目
に
、
ま
た
、
そ
の
逆
の
例
が
各
一
例
ず
つ
あ
る
。
全
体
数
が
少
な
い
た
め
、
ど
れ
ほ
ど
の
問
題
に
な

る
ま
い
が
、
畠
の
二
項
目
を
⑧
⑳
で
は
一
項
目
に
ま
と
め
た
形
の
方
が
多
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑧
に
分
類
し
た
項
目
の
文
章
（
見
出
し
語
）
の
長
短
に
よ
る
異
同
と
し
て
は
、

①
亀
よ
り
⑧
⑬
の
方
が
長
く
引
用
し
て
い
る
も
の
が
三
九
例
あ
る
。
例
え
ば
、

所
を
か
へ
て
（
沼
オ
・
２
）
ｌ
を
ん
象
や
う
し
と
も
入
所
を
か
へ
て
っ
Ｌ
し
承
給
へ
く
申
け
れ
は
（
⑧
）

②
畠
の
方
が
⑥
⑲
よ
り
長
く
引
用
し
て
い
る
も
の
が
八
例
あ
る
。
例
え
ば
、

あ
や
し
く
ひ
か
ノ
、
し
く
す
上
ろ
に
た
か
き
心
さ
し
あ
り
と
（
川
オ
・
４
～
５
）
Ｉ
あ
や
し
く
ひ
か
ｊ
、
し
く
（
⑤
）

そ
の
他
、
特
に
右
①
㈲
の
如
き
傾
向
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
異
同
の
あ
る
も
の
五
六
例
で
、
亀
よ
り
⑤
⑬
の
方
が
、
源
氏
物
語
の
本
文
を
長

ヲ

'｡
○

・
ふ
ち
こ
ろ
も
に
も
な
に
か
や
つ
れ
給
へ
き
（
⑤
）

・
わ
か
身
は
へ
ん
く
ゑ
の
物
と
お
ほ
し
な
し
て
（
⑧
）

と
い
う
二
項
目
に
分
け
て
立
て
て
あ
る
如
き
で
あ
る
。

②
①
と
は
逆
で
、
畠
で
二
項
目
に
分
け
て
立
て
て
あ
る
項
目
目
が
⑤
⑳
で
は
一
項
目
に
ま
と
め
て
立
て
て
あ
る
場
合
が
一
○
例
あ
る
。
例
え

．
こ
の
御
ふ
ゑ
か
き
給
て
三
日
と
い
ふ
に
か
の
た
え
た
る
峯
に
（
⑤
）

と
い
う
一
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
如
き
で
あ
る
。
一
項
目
の
含
む
本
文
の
範
囲
の
違
い
か
ら
項
目
数
に
違
い
を
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ

ぱ
、．

こ
の
ふ
承
か
き
給
ひ
て
（
鯛
ウ
．

。
た
え
た
る
み
ね
に
な
ん
（
兜
ウ
・

と
い
う
亀
の
二
項
目
が
、
⑧
⑳
で
は

・
い
に
し
へ
よ
り
人
の
そ
め
を
き

と
い
う
畠
の
項
目
が
、
⑧
⑭
で
は

よ
り
人
の
そ
め
を
き
け
ん
藤
の
衣
に
も
何
か
や
つ
れ
給
へ
ぎ
わ
か
身
に
へ
ん
く
ゑ
の
物
と
お
ほ
し
な
し
て
（
兜
オ
・
６
～
８
）

（
鯛
ウ
・
９
）

（
兜
ウ
・
加
）
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④
六
一
～
八
○
Ｉ
別

⑤
八
一
～
一
○
○
Ｉ
砥

⑥
一
○
一
～
一
二
○
ｌ
館

⑦
一
二
一
～
一
三
八
Ｉ
泓

前
半
部
（
①
～
③
）
に
お
け
る
異
同
数
は
、
殆
ど
零
に
等
し
か
っ
た
註
釈
項
目
数
の
異
同
の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
非
常
に
少
い
。
然
る
に
、

後
半
部
④
以
降
、
つ
ま
り
②
の
中
断
箇
所
以
後
の
部
分
で
急
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
④
六
一
～
八
○
丁
間
の

五
四
例
を
富
の
中
断
箇
所
で
区
切
る
と
、
中
断
箇
所
以
前
が
二
八
例
、
中
断
箇
所
以
後
が
二
六
例
と
、
殆
ど
同
数
で
、
こ
の
点
は
註
釈
項
目
の
場

合
の
一
対
二
六
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
前
半
二
八
例
は
す
べ
て
註
釈
の
ゑ
の
異
同
で
あ
る
の
に
反
し
、
後
半

二
六
例
は
註
釈
項
目
共
に
全
体
の
異
同
と
い
う
形
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
各
項
目
の
註
釈
項
目
の
文
章
（
見
出
し
語
）
の
異
同
を
み
る
。
ま
ず
そ
の
異
同
数
が
、
若
菜
上
巻
を
第
一
表
同
様
に
七
分
割
し
た
時
の

分
布
状
況
を
表
示
す
る
。

仙
亀
の
註
釈
よ
り
⑤
⑳
の
註
釈
の
方
が
詳
し
い
場
合
が
一
四
一
例
あ
る
。
た
と
え
ば
、
畠
で
は
、
「
御
馬
と
も
む
か
へ
と
り
て
右
の
つ
か
さ
と

ガ
ク

も
こ
ま
の
楽
し
て
の
ふ
し
る
」
と
い
う
本
文
に
、

ロ
ク

コ
マ
カ
ク

弄
問
御
馬
を
む
か
へ
と
る
は
禄
に
た
ま
は
る
に
や
右
の
つ
か
さ
高
麗
の
楽
し
て
と
は
右
の
楽
人
の
事
か
一
勘
む
か
へ
と
る
と
は
内
よ
り
ひ

か
れ
た
る
御
馬
を
う
け
と
る
事
也
（
拓
オ
。
ｍ
～
汚
ウ
・
５
）

と
註
を
加
え
て
終
っ
て
い
る
。
⑧
⑬
で
は
、
こ
の
後
に
、

夕
霧
右
大
将
な
れ
は
右
馬
寮
の
御
監
也
取
要
書
之

次
に
そ
の
註
釈
そ
の
も
の
を
よ
く
み
る
と
、

戸

③②①篭
＝
表
一二○八六四二

111)111

三二○八六四二
八○○○○○○
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と
あ
る
が
、
⑤
⑳
で
は
単
に
、

産
の
ぎ
つ
か
ひ
な
と
を
は
紫
は
知
給
は
ぬ
と
也
（
⑧
）

と
簡
単
な
註
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。

他
こ
の
㈹
③
ど
ち
ら
に
属
せ
し
め
る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
が
、
異
同
患
の
註
釈
と
⑧
⑬
の
語
釈
と
が
違
っ
て
い
る
も
の
一
○
三
例
ほ
ど
が
あ
る
。

そ
こ
で
も
、
畠
よ
り
⑧
⑳
の
方
が
註
釈
説
明
に
お
い
て
は
詳
細
で
あ
る
と
い
う
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
他
の
註
釈
書
Ｉ
「
河
海
抄
」
「
花
鳥

余
情
」
「
弄
花
抄
」
な
ど
Ｉ
か
ら
の
引
用
が
、
⑤
③
に
多
く
畠
に
は
少
な
い
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

以
上
、
畠
と
流
布
本
系
の
⑧
⑳
と
の
関
係
を
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
⑩
註
釈
項
目
や
見
出
し
語
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
註
釈
に
お

い
て
も
、
若
菜
上
巻
の
後
半
部
、
換
言
す
る
と
曾
の
中
断
箇
所
付
近
か
ら
急
激
に
異
同
数
が
目
立
っ
て
多
く
な
り
、
②
し
か
も
そ
の
異
同
の
あ
る

項
目
の
註
釈
は
、
亀
の
註
釈
よ
り
も
⑤
⑯
の
註
釈
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
畠
の
註
釈
に
は
、
「
河
海
抄
」
「
花
鳥
余
情
」
「
弄
花
抄
」

等
の
註
釈
を
付
け
加
え
た
形
が
⑤
⑳
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
で
あ
る
か
ら
、
若
菜
上
巻
に
限
っ
て
言
え
ば
、
園

は
、
流
布
本
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
⑧
⑭
と
は
異
な
る
性
格
を
有
す
る
と
言
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
再
び
園
と
曾
と
の
関
係
に
も
ど
っ
て
み
る
と
、
亀
の
註
釈
の
中
に
「
孟
津
抄
一
奇
：
：
：
」
の
字
句
が
数
例
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次

に
そ
れ
ら
を
拾
い
出
し
て
象
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
を
き
物
の
つ
く
ゑ
ふ
た
つ
か
ら
の
地
の
か
ら
の
羅
と
い
ふ
本
あ
り
猶
花
二
く
は
し
孟
津
抄
ニ
ア
リ
（
閲
ウ
・
６
～
７
）

②
う
し
ろ
の
御
屏
風
四
て
う
は
式
部
卿
宮
な
ん
せ
さ
せ
給
へ
る
い
ゑ
し
く
つ
く
し
て
れ
い
の
し
ぎ
の
ゑ
な
れ
と
紫
の
父
宮
也
古
今
云
内
侍

と
い
う
註
釈
を
加
え
て
あ
る
。
こ
れ
は
⑧
、
⑬
の
註
の
頭
に
「
河
」
と
あ
る
よ
う
に
『
河
海
抄
』
の
註
釈
の
末
尾
の
一
行
で
あ
る
。
こ
の
例

の
よ
う
に
他
の
註
釈
害
の
説
を
引
用
し
付
加
し
た
も
の
が
七
五
例
、
つ
ま
り
全
体
の
約
半
数
に
の
ぼ
る
。

②
⑤
⑬
の
註
釈
よ
り
畠
の
註
釈
の
方
が
詳
し
い
場
合
が
六
○
例
あ
る
。
た
と
え
ば
、
畠
に
は
、
「
た
い
の
う
へ
な
と
の
さ
る
こ
と
し
給
は
ぬ
は
」

の

許
に
、

サ
ン

む
ら
さ
き
の
上
の
御
産
な
と
し
給
は
ぬ
は
さ
う
ｊ
ｌ
‐
し
く
口
惜
け
れ
と
も
但
心
つ
か
ひ
を
し
給
は
ぬ
は
心
や
す
き
と
の
源
の
心
也
（
万
ウ

・
７
～
叩
）
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の
か
象
右
大
将
藤
原
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
四
季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
る
吾
略
之
孟
津
抄
ニ
ア
リ
（
妬
オ
・
３
～
７
）

③
ひ
つ
し
の
時
は
か
り
に
か
く
人
ま
い
る
延
喜
六
十
一
十
日
御
賀
先
奏
万
歳
楽
積
合
香
次
皇
崖
猶
孟
津
抄
一
一
注
（
“
ウ
・
４
～
６
）

④
世
の
中
の
わ
つ
ら
ひ
な
ら
む
行
幸
は
国
民
の
煩
な
れ
は
と
て
思
召
と
ま
ら
せ
給
也
尤
殊
勝
也
猶
孟
津
ニ
ァ
リ
（
銘
オ
・
８
～
９
）

⑤
し
は
す
の
什
日
あ
ま
り
の
程
に
中
宮
ま
か
て
さ
せ
給
て
其
礼
孟
津
抄
二
注
（
銘
オ
・
加
～
銘
ウ
・
１
）

⑥
名
た
か
き
お
ひ
高
名
録
云
韓
狩
落
花
形
等
也
孟
津
抄
ニ
ァ
リ
（
ｍ
オ
・
５
～
６
）

⑦
む
か
し
物
か
た
り
に
も
物
え
さ
せ
た
る
紫
式
部
か
詞
也
孝
経
史
記
ノ
語
注
孟
津
抄
：
…
．
（
ｍ
オ
・
９
～
皿
）

こ
の
「
孟
津
抄
ニ
ア
リ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
こ
の
発
言
を
含
ん
で
い
る
本
書
は
「
孟
津
抄
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の

か
。
書
誌
の
項
で
前
述
し
た
如
く
、
外
題
に
は
「
孟
津
（
信
）
抄
」
と
あ
る
が
、
思
え
ば
四
つ
の
奥
書
の
い
ず
れ
に
も
「
此
抄
」
「
此
御
抄
」
「
九

條
禅
閤
御
聞
書
之
抄
」
「
此
源
氏
物
語
抄
」
と
あ
る
の
み
で
、
「
孟
津
抄
」
と
い
う
書
名
は
見
え
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
外
題
は
疑
わ
し
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
疑
問
に
対
し
て
答
え
う
る
資
料
は
、
現
段
階
で
は
全
く
発
見
し
え
な
い
。
但
し
こ
の
「
孟
津
抄
」
に
あ
り
と
い
う
辞
句

が
あ
る
の
は
、
本
書
の
六
五
丁
～
七
○
丁
で
、
そ
の
部
分
は
、
例
の
②
の
中
断
箇
所
直
前
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
り
、
ま
た
③
に
も
こ
れ
と
同
じ

、
、
、

く
「
孟
津
抄
一
一
あ
り
」
と
い
う
辞
句
が
存
在
す
る
。
前
掲
の
野
村
氏
の
論
文
「
『
孟
津
抄
』
の
形
成
１
１
本
文
史
論
へ
の
序
章
ｌ
」
に
は
、
こ

以
上
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
学
所
蔵
の
黒
川
文
庫
本
『
孟
津
抄
』
は
、
書
陵
部
所
蔵
の
中
臣
祐
範
奥
書
本
「
孟
津
抄
』
と
同
じ

系
統
の
伝
本
で
、
註
釈
項
目
の
立
て
方
や
註
釈
の
文
章
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
書
陵
部
本
が
中
断
し
て
い
る
部
分
以
後
に
相
当
す
る
黒
川

文
庫
本
の
註
釈
項
目
及
び
そ
の
註
釈
の
文
章
は
、
書
陵
部
本
の
脱
落
部
を
補
う
も
の
と
考
え
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

と
い
う
の
は
、
も
し
、
黒
川
文
庫
本
が
書
陵
部
本
と
同
一
系
統
の
写
本
を
書
写
し
、
書
陵
部
本
は
後
半
の
書
写
を
中
断
し
、
黒
川
文
庫
本
は
中
断

す
る
こ
と
を
せ
ず
全
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
黒
川
文
庫
本
の
後
半
の
註
釈
項
目
・
註
釈
の
文
章
と
、
内
閣
文
庫
本
、
神
宮

と
あ
る
の
も
一
つ
の
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、
断
定
は
し
え
な
い
。

れ
ら
の
事
実
を
紹
介
し
た
上
で
、

こ
の
書
写
者
中
臣
祐
範
に
は
、
本
書
が

こ
で
筆
を
か
き
さ
し
た
の
で
は
な
い
か

、
、

「
孟
津
抄
」
で
あ
る
、
と
い
う
自
覚
は
な
か
っ
た
も
の
か
。
い
や
、
そ
れ
に
気
付
い
て
、
か
れ
は
こ
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文
庫
本
の
そ
れ
ら
と
の
異
同
数
は
、
ほ
ぼ
前
半
と
同
じ
比
率
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
表
に
よ
る
と
、
書
陵
部
本
の
残

存
部
や
本
書
黒
川
文
庫
本
と
他
の
諸
本
と
の
間
に
は
殆
ど
異
同
は
な
い
の
に
、
書
陵
部
本
の
欠
失
部
（
黒
川
文
庫
本
の
後
半
部
）
に
入
る
と
、
諸

本
と
の
間
に
急
激
に
異
同
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
こ
の
書
陵
部
本
の
欠
失
部
に
相
当
す
る
黒
川
文
庫
本
の
註
釈
項
目
や
註
釈
の
文
章
が
、
こ
こ
ま

で
と
は
異
質
の
本
文
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
書
陵
部
本
と
黒
川
文
庫

本
と
の
残
存
部
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
実
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、
書
陵
部
本
の
後
半
脱
落
部
も
ま
た
黒
川
文
庫
本
に
残
っ
て
い
る
形

と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
書
陵
部
本
に
即
し
て
そ
の
脱
落
の
状
況
を
検
討
す
る
と
共
に
、
黒
川
文
庫
本
後
半
部
の

性
質
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
以
上
一
般
的
解
説
に
と
ど
め
る
。
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